
　高齢者叙勲（令和元年 7 月 1 日発令）受章者が発
表され、高萩市では金澤和夫さんが受章されました。
ご功績に敬意を表し心からお祝い申し上げます。

　市内の（株）草木ファームが（公社）茨城県畜
産協会主催の茨城県畜産大賞（技術開発部門）で
最優秀賞を受賞されました。同社は旧里美村に
TMRセンター（混合飼料生産施設）を整備。肉用
牛繁殖経営では全国的に珍しい粕類などの未利
用資源を活用した取り組みが評価されました。

茨城県畜産大賞（技術開発部門）
で最優秀賞！

瑞宝双光章
－地方自治功労－

金澤 和夫さん
（高萩 88歳）

元高萩市収入役

かづおかなざわ

　金澤和夫さんは昭和27年に旧高岡村職員に採用
され、昭和29年の町村合併により高萩市職員とな
り、39年の長きにわたり地方行政に尽力されまし
た。また、平成３年からは高萩市収入役に就任し、本
市産業の基盤となる事業推進のため健全な財政運営
に尽力されました。

市長に受賞報告をする
（株）草木ファーム代表取締役の鈴木一郎さん（右）

すずき かずお

ま ち の 話 題

　総合福祉センターとリーベロ高萩
で開催され、参加したお子さんは講
師の手ほどきにより様々な芸術文化
を楽しみながら体験しました。
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6 こども文化教室
「一日体験講座」

　公民館講座の一環で、高萩のぞみ
大学、蓬莱会（のぞみ大学OB会）、
幸福大学OB会のみなさんによる合
同レクリエーション大会が市民体育
館で開催されました。
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7 高齢者大学などが

合同レクリエーション大会

　長久保赤水顕彰会（佐川春久会長）
から、同会が所有していた資料を寄
贈いただきました。今回寄贈いただ
いた資料を含め、市が所蔵する赤水
資料は500点を越えました。大部市
長は感謝の言葉とともに「この地図
の素晴らしさを世界に発信していく」
と述べました。
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6 長久保赤水の関係資料

229点が市に寄贈されました

　はぎッズサポーターの大森さんの
指導のもと、児童たちは学校で育て
てきたハマギクを高戸前浜海岸の植
樹帯に植栽しました。
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6 東小学校4年生が

ハマギク植栽

　講師は水難学会指導員の資格を持
つ市消防署員。東小学校6年生を対
象にオーシャンスポーツクラブの屋
内プールを会場に開催されました。
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6 水の事故から命を守る！

着衣水泳「ういてまて教室」

　海水浴シーズンを前に、高萩市市
民憲章推進協議会と市主催の海岸清
掃が行われました。当日は多くの市
民ほか、学校や各種団体・企業等か
ら約800人が参加。高戸小浜から花
貫川河口まで、砂浜に打ち上げられ
たゴミ約1.4トンを回収しました。
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7 市民参加で海岸清掃

　「たかはぎページェントクラブ」が
毎年実施しているもの。市内の保育
園・幼稚園の園児ほか、小学校の児
童などが作った七夕飾りが高萩駅前
通りを彩りました。
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12
7 七夕ページェント

inたかはぎ～

　日本郵便茨城県北部地区連絡会か
ら暑中見舞いなどに活用できる郵便は
がき「かもめーる」6050枚を寄贈い
ただきました。夏のおたよりプロジェ
クトとして個人や企業から協賛を募り、
小学校の児童に贈られるもの。学校
を通して全児童に配布されました。
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7 夏のおたよりプロジェクト

郵便局から「かもめ～る」寄贈

　長久保赤水顕彰会会員の三浦邦明
さんから、赤水図が大きく描かれた
タペストリーを寄贈いただきました。
大部市長は「歴史民俗資料館にお越
しいただく方々を温かく迎え入れてく
れる非常にありがたい贈り物です」
と感謝の言葉を述べました。
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7 長久保赤水のタペストリーが

市に寄贈されました

おめでとうございます
高齢者叙勲 受章

　2016年8月1日より花貫フルーツほおずきをはじめとした食用ほおずきの産地化に向けた活動を
していた3名の地域おこし協力隊員が2019年7月31日をもって3年間の委嘱期間が終了となりまし
た。それぞれの隊員が3年間を振り返ります。

　高萩市に来て3年間、「花貫フルーツほおずき倶楽部」と「花貫物産センター」、大能地区の
関係者の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。協力隊ということでしたが、
協力するより協力していただく場面も多く、大変ありがたく思っています。3年前の面接の際
に「私はスーパーマンではないので、過度な期待はしないでほしい」と言ったことを思い出し
ます。てっきり不採用と決め込んでいたのですが採用となり、これは運命的なチャンスだと思
いました。有言実行、実際に目立つ活動より、地域の皆様のお役に立てればというつもりでやってきました。まずは無事
に終える事が目標でありましたが、これもひとつの通過点と思っています。これまでが準備期間とすれば、これからが実
行の時期と言えます。今後も高萩市に残り、大能地区を中心に活動していくつもりです。どうぞよろしくお願いします！

◆ 北本 剛 隊員
きたもと つよし

　私は協力隊になる前から新規就農し、農業を基盤として飲食、宿泊、加工、小売など、仕事の
幅を広げていきたいという明確なヴィジョンを持っていました。しかし、協力隊は「ボランティ
アの人、お助け隊」のようにしか捉えられていない側面もあるため、協力隊として地域おこし
をするのであれば明確な目標を持っていること、自分の持つスキルで自分が出来ることが明
確であるということが重要だと思います。この3年間、私は自分自身のブランディングを考え

進んできました。自分自身が常に魅力的であること、そして行政、地域住民の方と連携し三位一体となったところに地域
おこしが成されるのだと感じております。今後も高萩市に定住し、活動を続けていきますのでよろしくお願いします。

◆ 笹川 雄也 隊員
ささかわ ゆうや

　着任当初より、食用ほおずきの生産量拡大やハウス栽培による周年出荷、加工品の開発、
販売による利益の確保などの重要性を考え、現在まで計画的に進めてきました。地域おこし
協力隊に着任するまでにも、会社を退職後は枠にとらわれず興味があること、やってみたい
ことがあれば行動に移すことで自分自身の新たな可能性を見出し、経験も積んできました。
また、地域おこし協力隊として活動してきたことで、やるべきことが明確になったと感じてお
ります。高萩市に移住して3年が経ちましたが、この3年間をしっかりと計画的に過ごすことで、今後の定住に向けた準備
が出来たと思います。任期終了後もぜひ応援よろしくおねがいします。

◆ 笹川 美奈 隊員
ささかわ み　な
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